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通常時はイベントやアクティビティ広場
災害時は防災広場として利用可能

役場側入口

大きな庇で雨や日差し
から守られる役場入口

公園駐車場

自然を散策する遊歩道

スロープ

屋根付き駐車場

配置・動線計画
・庁舎と周辺施設を近接して配置することによ
り、町民の利便性を向上させる計画とします。

・既存保健福祉センターの地下撤去レベルを利
用し敷地造成を最小限に抑えた計画とします。

・西側の防災広場、東側の公園（ふれあいラン
ド）をまとまった緑地として隣接させることに
より、庁舎と一体となった緑豊かな環境整備を
行います。

・敷地の中央に庁舎を配置し、四方向に出入口
と駐車場を計画することにより、アクセスしや
すい動線計画とします。
さらに、周辺施設との連携を図りやすい駐車場
配置を行うとともに、周回できる車両動線を整
備します。

・イベントや災害時の拠点活動場所として、多
目的に利用できる防災広場を整備し、庁舎屋内
の防災施設と一体的に利用できる計画とします。

車両動線
▲ 敷地入口
▲ 建物入口

四方から入れる
動線計画

屋根付き駐車場

総合保健福祉
センター側入口

3.建築計画



車両動線（双方向）

歩行動線

閉庁時開放エリア

管理動線

地階動線計画
・施設の維持管理や職員の出入りを容易にするために、
地下中央部に地階出入口を配置します。

平面計画
・現地の地形を最大限活かし、造成を最小限に抑える
ため、駐車場入口として東側のみが開放される計画と
します。地階には職員用の会議室、各種倉庫、機械室、
および公用車用の駐車場を配置します。

・各倉庫や機械室は駐車場に面するよう配慮し、機器
の更新や荷物の積みおろしが容易に出来るような計画
とし、また台風や雨天時の緊急出動にも対応しやすい
計画とします。



車両動線（双方向）

歩行動線

閉庁時開放エリア

管理動線

1階動線計画
・新庁舎は全方位からアクセス可
能な出入口を設け、町民の利便性
を図ります。職員専用の入口も計
画し、日常業務だけでなく、休日
にも対応できるよう動線を確保し
ます。

・休日や閉庁時間のイベント開催
時にも対応できるような、セキュ
リティーラインを確保し、施設を
最大限活用できるような計画とし
ます。

平面計画
・町民利用の多い役場機能を1階
南側に集約し住民サービスの向上
を図れるような計画とします。

・高齢者いきがい通所支援事業が
活用するデイサービスルームや地
域活動支援センター会議室、社会
福祉協議会執務室、就活支援セン
ター会議室、社会福祉団体会議室
等を北側にまとめて配置し、町民
が利用し易い計画とします。

・建物の中央には多目的スペース
を配置し、多目的広場（防災広
場）と一体利用できる計画としま
す。
また、閉庁時でも保健福祉機能を
含むさまざまなイベントを開催で
きるよう、可動間仕切りを設置し
て柔軟な利用が可能な計画としま
す。

・執務空間は柱のないロングスパ
ン構造を採用し、見通しが良く、
死角が少ない快適な執務空間を実
現します。また、組織改革にも柔
軟に対応することができる計画と
なっています。



車両動線（双方向）

歩行動線

閉庁時開放エリア

管理動線

2階 3階

2階動線計画
・建物の中央のEVホールを中心にし
て、北側には複合機能（研修宿泊施
設、展望）を配置し、役場機能を南
側に配することで、町民が分かりや
すく利用しやすい配置、動線としま
す。また、セキュリティーラインを
確保し、閉庁時でも複合機能が利用
可能な計画とします。

平面計画
・町の事業部門と防災拠点機能を2
階にまとめて配置する計画とします。
また、会議室や相談室を充実させる
ことにより、町民サービスの向上と
業務効率の向上を目指します。災害
時に各課と連携し易いように災害対
策本部を中央に配置し、小会議室も
隣接する計画とします。

・防災対策本部室を近接させ、大規
模災害時には関係機関との連携にも
迅速に対応可能な配置です。

3階動線計画
・議会部門をまとめて配置することで、町民が
分かりやすく独立性を確保した計画とします。

平面計画
・町民に開かれた議会を目指し、傍聴席を充実
させ、遮音性能に優れた親子席を計画します。
また、傍聴席の視認性に配慮して、床高さを上
げ、車椅子も入室し易いようにスロープや手摺
を設置します。



外観コンセプト
新庁舎は周辺環境への影響を最小限に抑えるために低層化し、堀の深いテラスを設けて日射を遮り、来庁者の快適な木陰の歩行空間を確保しました。
テラスの直線的なデザインは建物の外皮を包み込み、日射遮蔽に配慮することで機能と意匠のバランスの取れたプロポーションを実現します。
また、色彩は周辺環境と調和するカラーを基調とし、柔らかくモダンな計画としました。
正面からの外観はエントランスの位置が分かりやすい大庇を設置し石張りや金属の素材を採用して、重厚で力強い印象を与える都会的な空間づくりを行い、
先進的なデザインでありながら、町民のシンボルとしての役割を果たすことが期待される景観デザインとしています。



一時集積所
炊き出しスペース
災害情報共有

避難者受入れ

関係機関、NPO、ボランティアなど
の各種団体が使用

マンホールトイレ

緊急車両

支援物資
受取場所

ゴミ置場

非常用電源

関係機関
駐車場所 支援物資集積所

支援物資受取り動線
（ドライブスルー）

非常用電源

防災計画

避難場所として活用される駐車場・防災広場には非常用電源や給水栓、マンホールトイレを設置し、多くの町民を受け入れる計画とします。
複合庁舎1階部分には要配慮者スペース、健常者スペース、車両による避難スペースなど、避難者の状況に応じたエリア分けができる計画とします。



R
防災広場へ

ホバリング
スペース

防災対策本部

感染症患者避
難スペース

２階平面図

防災広場へ

避難者収容
スペース

太陽光パネル

３階平面図

非常用
発電機

非常用電源

支援物資
受取場所

ゴミ置場

支援物資受取り動線
（ドライブスルー）

支援物資連携

物資荷捌き場

雨水槽

汚水槽

防災備蓄倉庫

急速充電器
物資荷捌き場

地階平面図

防災計画

地階部分にはピロティ駐車場、備蓄倉庫を設け、町内避難所の救援物資輸送拠点として整備します。また、
急速充電器スペースも確保します。
2階部分には災害対策本部、町⾧・副町⾧室、関係機関諸室を配置し、災害時には迅速な対応が可能な計画
とします。また、宿泊研修室は感染症患者の避難スペースとして計画します。
3階部分の議場は、非常時には避難スペースとして活用可能な計画とします。








